



Communication with Voices and Communication with Hands 
























コミュニケーション     Communication 
介護            Care 
福祉            Welfare, Well-being 
ビデオエスノグラフィー   Video Ethnography 

























































































































































































図 1 C が療養生活を送る部屋の見取り図 
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本稿では、C と理学療法士 P との間の相互行為場





【C と P の相互行為の流れ】 
(1) P が C の右手を持ち、C の握り返す力を確認す
る。 
(2) C の握り返す力が強くなったため、P が C に対
して「手の回路」によるコミュニケーションを提
案する。 
(3) C が拒否？ 

















C と P との間で行なわれているここでの相互行為
は、P が C に対し握るよう指示し、数秒間 C が握り
返した後、P が C に対し緩めるよう指示し、C が力
を緩める、というかたちで行なわれている。 


























行目、07～09 行目）。最初のターンにおいて P は、
マッサージとリハビリの効果として、C が右手で P



















このとき、写真２のように、P の目線が C の顔の













【断片１】の数十分前から P は C へのマッサージ
とリハビリテーションを行なっており、当然ながら、




















































写真２ P が C の顔から手元へと目線を移しながら「゜で
た゜」と言うシーン（【断片１】03 行目） 
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P 目  手元―――――――――――――――――――――― 
01P：よし○○さんぐっと握ってみてください 
 
P 目  C―――――――――――――――――――――――― 
02P：‐ほっ hhh おっ（.）前より力でるね hhh 
 
P 目  C―――――――――手元――― 
03P：○○さん（.）゜でた゜（.） 
 






























P 目  C―――――――――――――――――――――――― 
10P：○○さん（.）おうちの人と話はどやね（2.0） 
                     ↑ 
P が C から手を離す 
 
CとPの手と手はつながれているものの、01、04、
05、06、07、09 行目の P の指示は、あくまでも「声
の回路」を通じて行なわれている。C は P の指示に
対する「受け手」（recipient）である。そして、C
が握り返す――すなわち、「手の回路」を通じて C




を成している（Schegloff and Sacks 1973=1989）。 
したがって、ここで行なわれている相互行為は、
「声の回路」と「手の回路」とを交叉した「順番交替」



































ンにおいては、P は C の顔と手元とを交互に見てい
ることが分かる（01～04 行目と 05～06 行目）。05
行目や 07 行目のように、握ることを「声の回路」
で指示するとき、P は C の顔
．
の方を見ている。だが、


















































































さて、ここで注目しておきたいのは、P が 14 行
目で「ね::いま手にぎゅっと力が入るでね」と言っ
た 2 秒後に、15 行目で「そうそうそう」と言う部分
である。おそらく、このとき C は P の手を握り返し
ているのであろう。P は「握って」と言っていない






※【断片２】の 11～15 行目のみ 
 
P 目  C―――――――――――― 
11P：声出る時と出ん時とある？ 




P 目  C―――――― 
12C：（あると思う） 




P 目  C――――――― 
13P：出な::い？ 




P 目  手元―C――――――――――――― 
14P：ね::いま手にぎゅっと力が入るでね 
P 右手 C 右手――――――――――――― 
 
P 目  C―――――――――――― 
15P：（2.0）そうそうそう（0.6） 
P 右手 C 右手――――――――― 
 
【断片１´】で P の右手は、C の右手のリハビリ
テーションのための手として機能していた。しかし、





右手はふたたび C の右手につながれ、同時に、P は
手元に目をやる。その直後、写真５のように、15 行
目の「そうそうそう」が発話される。つまり、P が
写真４ P が「ね::」と言いながら C の右手を握り手元を見
るシーン（【断片２】14 行目） 




































※以下のトランスクリプトでは、P はずっと C の顔
を見ながら C の右手を持っている。 
 
21P：今日（.）比較的出るもんね？声 
22C：（2.0）（  ） 
23P：そやね？ 




















           ↑ 
P が、C の顔から手元へと目線を移す 
 
P は、21 行目と 23 行目で、今日は C の声が比較
的出るということを C に確認しているが、それに対












































と 31 行目の間）。写真６の P.M.2:21:40 から写真７


































ひとつは、C の無反応が、上記のどれなのか P は
分かりかねている、という記述である。この場面で
P が C の顔をじっと見ているのは、「声の回路」に
よる反応可能性をくんで見ていると考えられる。も
うひとつは、C からの「握り返す」反応を P は待っ
ている、という記述である。しかし、これらは同じ
記述の下に包括することができる。つまり、「（「声の











P は C に対して「受け手性の呈示」を行なっている
と考えられる。ところが、先述のように C の行為と
写真７ P が 30 行目の「できそ::お？」の後で C の顔をじっ
と見つめる 25 秒間のうちの最後のシーン 
（【断片３】、P.M.2:22:05） 
写真６ P が 30 行目の「できそ::お？」の後で C の顔をじっ









提案に関わる質問は、27 行目から 34 行目にかけ
て、計６回行われている。27、28、29、30、31、
33 行目の後の沈黙は、すべて C の沈黙として、言
















つまり、この提案に対する C からの回答は、C の
立場からすると「声の回路」によっても「手の回路」
によっても可能であると考えられよう。 


























































写真 10 P が 32 行目で「できそうやったらぎゅっとしよか」
と言いながら右ひじを上げるシーン 
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P が「もいっかい」という 39 行目の発話を 40 行目






















に用意された時間は非常に短い（48 行目と 49 行目
の間の 5 秒、49 行目と 50 行目の間の 3 秒）。この


















































おいて非対称性があること。P は C の手を持つこと








































さて、P は C に対して、「はい」ならば「握り返
す」、「いいえ」ならば「握り返さない」と提案した。
それならば、C が「握り返さない」ことが、「いいえ」












































































（1） 本研究は、平成 23～25 年度日本学術振興会科学研究
費補助金（挑戦的萌芽研究）「在宅医療文化のビデオエ
スノグラフィー――生活と医療の相互浸透関係の探
究」（研究代表者：神戸市看護大学 看護学部 准教授 樫
田美雄、研究分担者：岐阜大学医学部 助教 若林英樹、
愛知学泉大学 現代マネジメント学部 准教授 堀田裕
子）の助成を受けて行なわれた。 










である（山崎・西阪 1997 参照）。 
＝ 言葉と言葉の間、行末と行頭におかれた等号： 
途切れなく言葉がつながっていることを示す。 













。   句点： 
語尾の音が下がって区切りがついたことを示す。 
゜ ゜ 上付きの丸： 
これで囲まれた個所の音が小さいことを示す。 
（6） 「トラブル」とそれに対する「修復」（repair）（Schegloff, 
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